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混合危険およびェネルギー放出の一次予測
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=物質の混合危険の可他姓を予抑する計井検プログラム EITPを開発した｡混合危険の判

定基準のバラメタとして Q/Cの戯大併(T.A.-)を試験的に選んだ｡ここに.Qは反応熱の

計罪依.Cは25℃おける生成物の曲率虫である｡

この方法の有効性は空気中の燃放下限界における反応.および火薬穀の煤菰熟および分解釣

を用いて換附した｡酸化剤と有機化合物.金属と四塩化炭素の混合物および文献に現われた翁

つかの混合危険な例についての計井結果を示した｡

1. は じめに

物質が混合して発火したり.あるいは新しい危放た

物質を生成したりすることのあることは一般に知られ

ている｡特に大袋災時に容蛤が転倒 ･壱鎖し.托出し

た薬品の屯合･披蝕によって起る鬼火の危険性は柵

に考慮すべき政変問題であるI)｡ 混合危険は薬品の迎

擬や取扱い巾にも起り縛る｡そのために危険な物照の

紅合わせのZJI例が集められP. あるいは取合危険を予

溶する突放が行なわれている●I｡

混合危険の問煙点はその危険性が2瓜以上の物質の

程合によって発生することである｡したがって.個々

の物質から混合危険の種皮を予測するととは内政な場

合があり.2位以上の物男の払合せは非常に多くなる

ので乗取のみによって混合危険を予脚することは乗除

上不可銀である｡

物質の化学反応によってエネルギーが放出され そ

れが災啓につながる場合に.机く分析して3つの襲来

を考えることができよう｡反応軌 反応速度および周

囲への熱砂肋である｡

反応魚の尺齢 土捺甲状感での反応熱やある倣定の下

{･の断熱反応阻庇などで表わすことができよう｡これ

らの尺度は経取的なデータを用いて計井可位であり,

電子計昇蛾を用いて多数の血合わせを検討することが

可位である｡
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しかし,このように凍められた指標は負つかの庇定

の下に計昇れきたものであり.また.速度や熱砂肋を

考慮していないの{･,一次的な予封にすぎない｡具体

的な物質の混合危険の検討には突放を伴った二次的な

検討が必要である｡

単独の化合物のエネルギー危険予科 システムには

ASTM の CHETAHl)がある｡この方法は化公物の

生成熱等の計昇とそれらを用いた危険性指標の計許か

ら成立っている｡指標の選択のために落劫盛庇銑故.

銃撃感度妖鼓および珊管起爆釈放結果との比較が行な

われた｡

CHETAHの中では.大兄のデータを安価に処理で

普.牲俵も危険ポチ y シIrルの予測という目的に関し

ては劣らないという理由で非平衡法が採用 され てい

る｡

評者らは混合危険の一次予抑 こ適した方法を開苑し

てきたが.一応の結果が柑られるようになったので報

告する｡この方法は.新しい火難耕姐成物の一次スタ

リーニ1/グのための一方法として使える可他姓があ

る｡

2. 予茄の方法

2･1 混合点故の柵

混合危陵の拍標として.次のような庇憩的な断熱反

応温度 (T4,)を試鼓的に採用した｡

･.F%･25･0 fI)

ここに･Qは捺準状態での反応&.Cは反応生成物の

25℃での熟容畳である｡ただし.反応生成物は Table

lの掛 声で生成すると鑑定した｡この鑑定は1時的な
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hb]e1 lrnportAntProductsForEITP

･0.1Halide cp,mcoAIl-1deg-1-AH/,kcalmo

1-1 Lip 19.7

144.72 LiC1

12.1 98.73 Li

Br 12.3 87.14 NaF ll.2 136.

65 NaCl ll.9

97.56 NABr

12.4 85.57 KF

ll.6 134.58 KCl 12.0 105.

69 KBr 12.5 95.

310 C蝿 15.7 289

.4ll CACll 19.9

191.012 CaBrJ

2.10 162.213 SrF

2 18.0 289.314 SrCI2 18.9 197.7

15 SrBr2 19.0 17

1.116 B8F一 17.0

286.217 BaCII

17.9 205.018 Ba

Brf 18.0 180.419 BeFI 18.0 227.0

20 BeClt 18.0 1

12.021 BeBr2 18

.0 88.422 MgF2
18.0 264.323 MgCll 18.3 151.0

24 MgBrt 19.0 1

21.025 ZnF2 15

.7 172.726 ZnCl
l 18.3 98.427 Z

nB一食 18.0 78.228 BFI 12.0 265.

429 BCIJ 15.0

100.030 BBr8

16.2 52.831 AlFI

19.3 331.532 AlCIJ

21.3 167.933 AIBr一 19.4

121.934 AgF 12.0 46.

735 AgCl 12.4 30.1

36 AgBr 12.7 23.7ものであり.将来変更され

る可能性がある｡可燃物空気の爆尭下限界付近粒お

ける焦虎では,坐成ガスは完全燃娩生成物.すなわち,H20,

CO皇,N2などを主として与えるものと思われる

｡ここで採用した方法では.たとえば

炭化水素と酸素との反応では.COS,HP,H2,

C,Ol:を生成物として与えるようになっている｡

爆発下限界付近では酸素過剰のため計昇{･も CO2,

HIO,0壬,Ntを与える｡したがって,坐成物に関

してはここで用いた方汝は爆発下限界付近の反応をよく描写するものと思われる｡ N

｡･LHX Icpnc:i-Ideg-I

I-HI･kcd mol-I爆苑下限界の組成物の

倣塊における(I)式による T4,は1500℃付近

となる｡したがって,この計井法による反応温度1500℃は空気

との混合危険の1つの判定の尺度と考えられる｡㌔

,=1500℃ を用い,川の関係から逆井して可燃物の爆発下限界を求めるとかな

りの将庇で乗抑倍に近い

倍が得られる｡この方法で縛られる仮想的断熟反応

温度 T4,は実際の脱 皮よりかなり掛 ･｡これは,

ll)採用した熟容丑伍が25℃のものであり,襲際の債はもっと大きい

こと,(2)系外に移飴する魚を考慮していないこと,(3

)反応生成物に高温での解弟生成物等を考慮していな

いこと.(47生成物の酸併執 気化熟を考慮してい

か ､ことなどのためである｡2.2 生成物の推

定折井による触



平衡状蝕が適せられない場合にはその威力を尭紐やき

ない｡ここでは CHETH と同様に非平衡計耕法を採

用した｡

ここで採用した方法は次のような方法である｡物照

Aと物耶Bとの況合によって反応が起り.生成物を与

えるとする｡先づAとBとはその桝成元射こ分耕され

る｡それから.それらの元来の敵合わせ{･TAblelLの

順序で生成物が与えられていく｡

叔後に.それ以上丸合せの相手のない元来はそのま

ま元来状腿で魂され.生成物とされる｡たとえば.良

索との反応では.合鍵索化合物中の脚 からIl炭酸ガ

メ (Col),炭素 (C)のみが生成し.含乾敢化合物中

の琉預からl土亜硫酸ガス (Sol).元素琉萌 (S)のみ

が生成するような仕姐みになっている｡

有放物の分解で中開的な生成物高や分子状物質など

ができる場合には当柵 庇の落ちることが予想 され

る｡また.洩乾酸の希釈熱などは予抑できない｡この

ような場合については別のブログヲムを用意する必要

がある｡

2.3 丑高斬払反応温度の推定

況合勉険の推定に当っての1つの1!!個 点は払合比に

よって稗放血放当りのエネルギー放山鹿,あるいは断

熱反応取庇が変化することである｡ここ{･はまず股高

のr4,を与えるような混合比を見出す方法を採った｡

これによって.反応生成物は完全燃焼軌成に相当する

ような叔成を与え,予桝の構庇が向上しているものと

思われる｡

乗際の計井では.まづ,A.Bのこ成分比が 1:1

(モル比)の場合と 1:0.99の場合のT4,を計昇す

る｡混合比 1:0.99の場合の方が掛 ･T.,を与える

時に混合比が 1:1-1:0の旺四で政商の T4,を与

える混合比を探す｡逆の場合は^とBとを入れかえて

同じように疲高 T.,を与える混合比を探す｡このよ

うにして得られた救高断熱反応温度を混合危険の比較

のための尺度とした｡

2.4 計井憤プE)グラム EtTP

上に示した方法による混合危険の一次予測のための

計昇峨プログラム ErrP(Ey81uAtiorLOHTICOmPti-

bilityfrom ThcrmochimicAIProperties)をつくっ

た｡

2.4.1必要なデータ

ここで用いた方法では.その混合危険を調べようと

する物質の生成熱と元来乱虎が必要である｡今までの

段階では生成掛土類:敵紀故の突放伍を用いた｡突放倍

の見当らないものについてはグルーブ加成性原理から

計許される偶を使うことができる｡この織の計井には

CHETAHl).THEDIClO.TGAPm などを用いるこ

Yol.3T.No.J.lW A

とができる.以上の鐘鼓的な計井まによる生成鰍 王曳

相での倍である｡共際に取扱う物矧 ま固体や液体の場

合が多い｡戊純 には気化熱の翻正が必賓であるが.孤

合危険の一次推定のためには問周にしなくても鼓しつ

かえないと思われる｡ある聴田内の物掛こついては.

ShAW ら12)13)の求めたバラメタを使って液相での生成

熱を計井で求めることもできる｡

エネルギー危政に関連して盤粟な物質にニIロソ化

合物.ユIロソアミン.亜横取エステルなどがある｡

これらの物質の生成熱の乗故伍は見当らず.またバラ

メタがないために捷敦的な計許も不可伐である｡これ

らの倍を得ることも今後の罷周の一つである｡

物質の軌虎は必らずLも分子式で示す必掛 1なく.

たとえば.空知土N.0 と近似的に変わすこともでき

る｡

頬 に混合危険を調べる場合に.その紡庇生成熱デ

ータを探したり.計井したりするのは厄介である｡し

たがって.できるだけ多くのデータをプログラム内に

用蕊しておくことが丑ましい｡そのために東京消防庁

で作成した r危険物コード表｣紀牧の物封から選んで

F'-タ･バンクを作成した｡危険物に分耕されていな

くても混合危険性を示す物質もあるのでそれらは別に

データバ./クに姐入れた｡火薬類はこの方法の有効性

を確めるのに有用な物質なのでデータバンクに組入れ

た｡

カード一枚 (物質カード)に物究乳 麻子軌成.坐

成熱.索引番号をパンチした｡数百の物質がこのカー

ドでデータバyタとして入力されている｡

二敬新の鯛 を示す索引番号を入力することによっ

て計井は自動的に進行し.ニ物質の名称.乱成.生成

軌 索引番号.鼓索′くランス.T.,.4-.T.n4-を与える

二物質のモル比.生成物乱庇などが出力される｡

2,4.2 元乗妃号.庶子丘と比払

分子丘を計辞したり.生成物の魚容丘を計許したり

するために元来の原子丑や比魚が必費である｡これら

は便覧雛に紀故された倍を採用した｡原子皿が不明の

ものは計井が停止するようにした｡此魚の不明のもの

は 25joulemole-1deg~1の値で計許させるようにし

た｡炊紫(鼎鈎)の比熱は 8.6jotJlemole-LdeB-Lで

あるが.これは突付に合わないので無定形炭窯 の償

21.0jtIutemole-1deg-1を用いた｡

2.4.3 丑軍生成物

混合危険の予軸の中で生成物の予測が収も問将の多

いところ{･ある｡CHETAH では可能性の高い生成

物を用意しておいて.線形計画法を用いて.叔大分解

熱を与えるような生成物の乱合わせを)Jeめてい る｡

EtTPでは.可能性の高い生成物 (改野生成物)を用

-L37-



意し,しかも.これらの生成のし易さが定まっている

ものと伎定している｡施薬生成物おJ:ぴその順序は

Tablelに示した｡

最初の試みではノ､ログy化金鉱.酸化物.ハログy

化水素の版に生成することとした｡弗素を含んだもの

の反応では T8btelの偶序では正しい予脚ができな

かった｡頬 には HFの生成収序を H10 のLli;Jlにも

っていくと良いことがわかった｡

盃金属の盈賓生成物の順序をどうするかは今後に挟

された来賓な裸題{･ある｡Crや Mnは混合危険に朗

して重要な金属なので現在の EITP の中には考慮し

てある｡

3, 方法の妥当性

EITPによって計昇された T,叫.,は塊つかの仮定

の下に_計辞されたものである｡この方法が有効かどう

かの判定には乗除データとの対比が必要である｡

3.DSCデータとの対比

Tmd.Eを与えるような混合物について密封Iセルを用

いた DSCll)による測定を行なった｡用いた系は.チ

フタ9ソーKNO書.Al-RlCr107. AトKMJIO一. Aト

KNOS,軽油-NHINO暮である｡

検討した範囲では.混合物は少丘で敵やかに井乱し

ていった場合には二成分の中の一方が先に分解を始め

る｡ DSCで混合物の反応熱を求めるのは開銀なこと

がわかった｡

一方,ある唖の化合火薬実軸土DSCによって繊 性

ある分解熱を与える｡これらの火薬炉の DSC中での

熱分解魚の郷定借と EITP による琳独物男の熱分解

熟との比較を行なった｡

竹山ら11)によって測定された TNT,ピクリン酸.

PETNおよび DNTの DSCによる舟解約を EITP

による分解熱で謝った億をそれらの物質の散楽バヲソ

スに対してプロyIすると Fig.1A(0)のようにな

った｡DSC東胡億とEITP計昇倍は TAble2に示

した｡計井億は乗測債より大きい｡

しかし,乗alJ億と計昇億の比は下に示すように酸束

-100 -5

0 0 50oxy

qcnbtllanccO:Heatofd
etonationli)':HeatOfd

etoAationlB)0:HeatOEdecompositionin

DSCcelllI)Fig.I PlotsoEQ.8./Q,ALEVS.tlteoxygenhlaJICeOE

explosivesTAb]e2 He8tSOEdecDmpOSitjonofexplosivesI)yDSCandErTP(kc



バラ./ヌと相関づけられる｡

Qz)RC-ORIPT(0.88+0.00580B)

OB<20 (到

QpsoヨQBLTP OB>20 13)

ここに.QDSC,QRLTPIlそれぞれ DSCによる分解

熱耐定位および EIPrによる分辞熟計井供である｡

08は酸来ノミヲyスを示す｡

3.2 嬢弗蝕との比較

軸足される爆菟熟は比魂.大きさ,穀薬の噛m皮.

爆発熱盤の形によって変化するといわれる｡ DobrAtZi

')によ.,て典められた爆発鈷データは比軟的政近抑定

されたものであり.抑定条件もはっきりしている｡

DobrAtりま反応熱から計辞された叔大爆発熟を併紀

しているが.この億と EITPによる計井倍は一致し

ている｡(Table3)

DSCデータについて行なつたのと同じプロyIを

Dobratzの爆晃熟について行なうと.Fig･1B(○)の

プロyIが得られた｡ DobrAtZiの罪籾爆発熱 くQd.J)

は次の関係式で近似的に示される｡

Qd,-=QBtrP(0.96+0.00330B)

OB<10 (4)

Qd.̀=QRLrP OB>10 (5)

やや古い爆先払のデータは rエ発火薬ハ y rブ ッ

ク｣le)に紀収されているが,これらをFig･1のC(･)

にプロ,tした｡これらは DobriLtZiの倍より小さく.

耐定条件の違いを路示している｡

3.3 D8Cおよび鎗先払データ(=ついての考綾

3.3.1 放棄Jlランスの影響

DSCデータおJ:び爆発軌データと散票バランスと

の関係から次のようなgf倍が考えられる｡11収束バラ

ンスが正の物掛土DobrAtJiによって銀められた屯田

ではその分解軌の計拝借と債鬼熟の軸定借が性は一致

する｡ これは予想した反応生成物と来臨の反応生成物

が似ているためであろう｡(釦混合物の DSCセル中で

の分解のように成分の一方のみが先に分解する切合に

は俄瀬バクyヌが正であつても乗除倍と計井伊が一致

するとは取らない｡(a)酸来バラyスが負の場合には実

測値は一般に計辞任より小さくなる｡ これは反応生成

物が中開的段階に止まり.予想した生成物にまで分解

が進まないことが主賓な原田であろう｡

3.3.2 分解魚件の影響

分解条件の盛典によって爽測分解熟と計井値との轟

が異なる｡ ここで比放した三枚の突如位から次のよう

な推脚が可低であろう｡

酸蘇バク･/スの負の絶対伍が大きくなると (襲油分

餅魚/肝亦分解熱)の分解条件 (=朝の燥発熱.DSC

による分解熱)による弟が大きくなる｡爆発熱データ

の掛 王.完全爆発の盛が脚 バランスの負の絶対雌が

増すと共に拡大されたことで脱明される｡私薪バラ ン

スが爪になっていくと爆苑威力が一敗に拭少し,不完

全な起掛 こよる不克侭の粒度がより大きくなろう｡

DSCデータと燥発熱データ(Dot)ratz)との盛は低

阻反応 (DSC)と耗阻反応 (爆発)での生成物 の追

いによるものであろう｡肌着では不完全反応生成物

(RCHO.NOなど)の生成胡合が多い｡

T&tlle8 0tpervedilndcdctllatedheAt80Edetonation(kAl/ど)

E印lOSi▼e Q gb.I 吃 Q慧IT.P Q由/鮎 k aR
ecneNitronethBne I.23 1.62 1.62 0

.76 -39.3TNT 1.09 1.41 1

.一1 0.77 -74.0RDX 1.51 I

.62 1.65 0.91 -21.6TetryI 1.
14 1.51 1.53 0.74 -47.JIDATB 0.98 1.26 I.26 0.78 -5

5.9FEFO 1.28 1.45 1.45 0

.88 -15.0HMX 1.48 1.62 1.6

2 0.91 -21.6TACOT 0.98

1.41 1.41 0.70 -74.2TNM

0.55 0.55 0.64 1.01 49.0BTF 1.41 1.の

1.70 0.83 -38.IDATB:1.3Jiamincr-2,4,6.
-trinitTObetuetleFEFO

:his(2JtlOrOl2.21JinitroeAthyl)-formalTNM:tetEanitroneth

AneTACOT:tetrAnitr0-1,2,5,6-tetrAmdibenzocyclooc

tAtetrAerLeBTF:BemOtriB(1,2.5)叫X



9.3.3 T,84.,を与える混合比の妥当性

Tm4Jを与えろ混合比の妥当性は,現在までのとこ

ろ共助結果との対比によっては検討されていない｡

DSC による検討を行なったが.前述のように混合物

は一般に DSC中{･完全な反応を行なわず.試みは不

成功であった｡ポンプカロ9ノーターなどlこよる桧旋

熟約定が1つの方法となろう｡

ここで用いた計昇法で.ほぼ鼓索バラソス零の取成

が与えられた｡これは.先の魚放免データと計昇伍と

の比駿から示されたように.この方法IC英田伊に近い

反応魚を計許し得ることを賠示している｡

4･Bつかの幹井と考嚢

4.1 鞍化加と有機化合物との組合わせ

酸化柵として良妻軌 二酸化窒鼠 塩素酸カリウム,

t軸乱 退転索敵7./モニタム.無水クロム酸 カ リウ

A.過マソガン敢カリウム.空気を選び.有扱化合物

として代表的なバラフィ･/炭化水菜.アミノ化合物,

アルヨーJt,斬,芳香族化合物.カルボニル化合物.ハ

ログ./化合物を選び.その混合危険の雇庇をEITPで

予糾した｡結果は Tz)ble4に示した｡

検討した酸化剤と有税化合物との鼠合せの屯田では

次のような串が昏えよう｡

i)有拙物の違いによる TmdiL の変動は比較的少な

い｡

ii)l削ヒ剤の通いによる T,na.,の変動は大きい｡有

機化合物と酸化剤との払合わせでは検討した屯凶で

は巌流が庇高の T.14-を与えた｡これはおそらく

叫位混合物盃丑当りの発熱丘の大きいことに対応し

よう｡

T ,n4.,の大きい酸素や二酸化窒素が液体ロケ,l用

の軽れた酸化剤として用いられている｡それらについ

で塩戒厳カリウムおよび胡巌が大きな T.W を示す｡

塩瀬戚カリウムはエネルギー的には高いポチyシナル

をもつが.その感庇が鎖放すぎるために火薬柄として

fl共用されにくい｡硝酸はその腐食性および稀反応性

からその利用が制限されている｡過払索敵アンモニウ

ムおよび鵡敢アンモニウムは比駿的感庇が鋭く.生成

物のガス売生魚が多いために工業噸串の主軒な成分と

して用いられてきた｡

瓜クロム酸カリウムや過マソガン酸カ9クムの酸化

剤としてのポテンシャルは上紀の酸化剤より低い｡し

かL.右投〈ログy化物との反応では^t7ゲソ化カリ

ウム生成による反応魚増大によってポチyシャルが増

大する｡

ここで検附した厳化剤を有槙化合物との乱合せはそ

の Tm｡J,が1500℃ より拓く.いづれも苑火の危険性

のあることを示している｡

これらの抱合せについては一応危険の可位性が示さ

れたが.具体的にこれらの抱合せが用いられた場合に

紘.奴合せ湖合.構成物男の反応性,混合物 の反応

也.混合物の匿かれる現墳粂件などの二次的な検肘が

必要となる｡

4.2 ハE)ゲン化水素およびアンモ=7とl削ヒ剤と

の反応

アyモエアは空気中での燃焼梅田は狭いが金気中で

触娩することが知られている｡EITPにJ:るT,,朋 は

穂苅5935℃.空気2546℃,硝酸4390℃.過マンガン酸

カ92077℃.横酸アンモニウム3342℃,頚髄索敵アン

モニウム4326℃,延クロム酸カリウム2849℃.塩素酸

カリウム4565℃で上紀酸化剤と十分に敢しい反応をす

ることが予想される｡

塩化水封 主査免中では愁 えない｡ EITP による

Tn4-は敢来1544℃,金丸別0℃.相良1155℃.過マ

ンガン酸カリウム1170℃,瓜クロム酸カリクム1915

T&b]e4 Tm4-byEITPEorthemixtureofoxidJmt削ldorganiccompound(℃×10-,)

~ 忘 ~- ｢宗a-ierdb- I A- I AIcohols 1SEbpnuyldsIA-n恵 ~

07lygerL

Nitrogendioxide
PotASSitJmChlomte

Nitricacid

Amnoniunperchlomte
Ammoniumnitnte

ChEOmicAnhydride
PotassiumbichromAte

Air

PotASSitJmPermanganate

9.20-8.62

7.62-7.13

5.87-5.7JI

5.71-5.52

4.99-4.82

3.63-3.57

3.16-3.10

3.16-3.04

3.71-2.70

2.31-2.I-I

8.86-8.04

7.45-6.94

5.83-5.54

5.73-5.41

4.98-4.76

3.《)-3.51

2.27-2.97

3.17-2.98

2.78-2.62

2.33-2.03

9.52-7.01

7.82-6.21

6.00-■.91

5.86-4.91

4.991JI.59

3.62-3.46

3.19-2.98

3.32-2.97

2.79-2.63

2.51-2.09

9.82-8.48

8.0117.23

5.90J .67

5.97-5.53

5.06-｣.87

3.63-3.50

3.23-3.10

3.15-3.05

2.80-2.64

2.32-2.14

10.23_7.42

8.25-6.21

6.21-■.74

6.13-4.52

5.12-4.33

3.66-3.19

3.2812.24

3.60-3.09

2.79-2.13

2.93--2.17
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坂東厳カリウム1443℃,硝酸ア･/モニタム1915℃.

NHIC10-2218℃.二酸化東栄1624℃,無水クロム酸

671'Cで多くの熱化剤と激しい反応の起ることが予想

される｡

4.3 日塩化艮糞と金Aとの反応

四塩化良索は一般には安定で他の雌 との反応性も

少ないと考えられている｡しかし,軽金帆 記元軌

塩基性物男とは先払反応をする可能性がある｡軽金属

と四屯化bt紫との絶合せでは TAbleSのような結果

が得られた｡これらは爆薬と同等の発熱のポテンシャ

ルをもっている｡

4･4 虫つかの混合点牧事例の計井

多くの混合危険例が文献IIに挙げられている｡それ

らのrf1-CEIPT で予河可能なものの数例について読

TAtlloSTw Eo=hetniエーureOE somechemicalelemetlts(A)And

cArboJ)tetmChloride(a)

A Tn4,(℃×10ーり (mH mA.I) Reactionheat(kcd/g.OEmixtur

e)Calcium 7.96 0.50

I.28Kalium 7.50

0.25 1.28NAtrium 6.

95 0.25 1.48Lithium

6.92 0.25 2.03MagnC

Sium 6.65 0.50 1.14Aluminium 5.94 0.75 1.0

4BeTyllium 4.85 0.
50 0.97B〇一〇EL 4.30

0.75 0.63Hyd一〇gen 1.91 0.50 0.33TAtlle6 Tw AndthereactionheatbyEITPLottheacciden

talcA与飴 OEiTMTT

tP8tibility~不 一Tf niiu謡 I"一丁 市 謡 ニト 雷

ChJqmicanhydri

deAnmonium

nitrateZincHyd

JqⅩylatnimeOmli

cacidBleachingpo

wderBleachingp

owderTTichlomed

lyleneSo

diutnSodiumSodi

umMethanolAlu

miniumPotAsSium

nitrateHydroxy.I

AmincNitrogerL

Jio山deNitrogendioxide

TriAitromethAneMA昔rLeSiu

mMngn

eSiumSodium hy

pochloriteTetFYI

ACetO

nsodium cyanide8ntnOn)un tL

itrAteZ

incsodium hypocM

orAtenethBnotsul

phursodiu

m hydroxidedichlorcH2tJlylene

dllorolomcarbon

dioxidesilyernit

rateBOditlm 8ulphAte

ammonium 8

111phAtepotzLSSi

um bichromAteprop

yleneaceticAnhydriJe

isoprop

ylAIchhoIz

iincoxidechlorofo

rmtl



井した.結柴は TAble6に示した｡

就許した祁例の中ICは ')'mAJ.は 1.21×10I℃ が庇

低IC.反応曲は 0･29kcA]/gが叔低で.それ以上の供

の切合には況合庇険のあり柑ることを示 して いる｡

B/A-0の組合せは A 自身が発熱分解性で.B物男

は触虻的な働きをもっことな示 している｡強い還元剤

に対しては統椴ナトリクムのような安定と考えられる

物男も厳化刑のはたらさをすることが示されている｡

一方.硫酸ア'/モニタムは硝酸ナIヅクムに対 して還

元剤として鋤くことが示されている｡

8. 虫わ t)に

非平術計井プログラム EITP によ.,て混合危険の

一次予河が効率的に行ない得ることをした｡しかし.

この方法は現時点ではある程度の化学常設を持って使

わないと正しい冶論に至らない可他姓もある｡取り扱

える物男の聴鴎を和すこと.取 り凍える反応の故餅を

糊すこと.この方法の正しさを示す乗取的姦付けをす

ることが今後の細 である｡

本研究の一部は兼求刑防庁の研究助成によった｡謝

恵を寂します｡また.DSCに関する研究の一瓢王火

薬工業技術奨励金の助成によった｡謝忠を来します｡

計許椀は東京大学大型計許拭 セ ./ター の HITAC

8800/8700を使用した｡
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ATIrinBrye▼81ttAtionofincomptibility&tldctlergyreleA8e

by

T.Yoshida+.E.IiZuka桝,Y.Maki+*+,S.TAkeyAma+,

H,Takano++++andK.Uetake++

AcomputerprogramEITPfortheevaluationoftheincompatibilitypontentialoE

twosubstanceswasdeveloped. Themaxitm ofQ/C(T .W.)waschoseJltentatively.

Here,QisacAluculatedheatofthereaction.CbeingtheheatcapacityoEthepm-

ductsat25℃.
ThevalidationoEthemethodwasmadeusingthereacdoninairatthelower

limitoEi血 mmabiuty,andheatofdebnationanddecompositionoEexplosives. St>
yeralexamplesoEthein00mpadbilitypotentialwerecalculatedformixttmsoE oxi-

d8ntSandorganiccompounds.andmetalsandca血 ntetraChloride,Andforthesome

accidentalc8出 OEincompatibilitycitedinliterattues.

(●DepartnentofReactionChemistry,UniversityoETo-kyo,Hongo.But)kyo-ku,

Tokyo113,Japan.事事DepartnentoEhdustrialChemistry,FucultyofScienceatld

Engineering.NihonUniversity,Surugadai,Chiytxh-ku,Tokyo101. JI++Department

oEUrbanEngineering,UniversityofTokyo. ++*JkDisasterDivision,TokyoFire

Department,Nagata-cho.Chiyoda-ku,Tokyo100.)

ニ ュ ー ス
mTll)mllrl)mlmm)mlu払

熔再の基礎工学.応用国醇年次会離

Jm髄の会誠が西独,カールスルーへの推薬爆薬化

学研兜所{･6月23-25日開催されます｡救々の液体

爆弗.スラリー爆薬の庇近の進歩.均一高エネルギ

ー安全爆#.グlIコール系新爆薬.ポリマー入爆薬

の作釆取扱性.ポリウレタン入りの爆薬.1000-
9000m/8の固体鰯 .多孔性爆薬.大エネルギー

砲弾用爆薬.Al入り装薬. りゆう散弾における装

薬の形状.爆発メッキの基礎研究.爆発}タキの基

材の性質.英国爆薬研究開発公社における温度安全

皮衣故法,推非職 危放浪験法.テ ヤラセソの熱分

解.起爆点火剤の DTA.爆薬の電曳火花 感度,

TNT焚非の凝固.析畢波の巌綻時間･圧力と観々

の爆薬の衝撃波起爆感度.爆轟中の爆薬の熟力学的

性質と煤轟生成ガス.液体爆薬の低速髄 ,電気点火

火工fTT),新型前他線とその応,用道連付,また 無し

の堀曳点火剤の明日で新しい興味をそそるようなテ

-1もあり.37L琳研究も見られます｡保安にはやは

り盛点があるようです｡この桁がでる頃には出席申

込期限が過ぎているかどうか.判りませんが,たと

VoLIT.No.IIWJ

え過ぎていても.出席不他ではLFJ:いでしょう｡見学

コース.犬人用観光コースも用意されています｡凧

会先は 7507PhztAL-BershAuSenlx:iK8rlsruhe,

の同研究所です｡ (水島)

丑 交 換 枕 等

Austinの遷延凄統執 土丈夫で安緬であり.振動

を液少し,すぐれた段先々感のコ./tロールができ

る｡

電気点火{･はなく.安全性も拓く.耐洩屯乾や静

電気,摩擦等により発火することはない｡

使用はfBJtiで棚 に短い苛爆線が取付けてあり.

導爆線の中敷となるように結び.接枕等を結んだと

き導爆線で短絡が起こらないように匁を付ける｡

5故弟の遅延時間.9.17.25ミリセコ./roも

のと.MS-35.MSJSの特別晶もある｡

遷延時間はそれぞれの接鋭掛こ配人され ている

し.カラー･コ-Fによって現場でも分るようにな

っている｡ E/MJFebrtJAry1976

(岩武)
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